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あけまして
おめでとうございます

今年もよろしくお願いいたします

新しい年、平成３０年が始まりました。

３学期が始まり、年末年始を家庭で過ごして

いた児童が、一回り大きくなって、元気よく

登校してきました。さまざまな経験をして、

たくましくなったことでしょう。３学期はあ

っという間に過ぎますが、新しい学年へのま

とめとなる大切な時期です。さらなる成長を

期待しております。

さて、昨年の６年生に、「算数の問題の解

き方が分からなかったとき、あなたはどうし

ますか？」という質問をしました。その結果、

自分で調べ最後まで考えるが３５％、先生に

質問するが２０％、友達に聞くが２０％、家

の人に教わるが１５％、あきらめてそのまま

にしておくが１０％でした。この結果を見て、

皆さんはどのような感想をもちますか。私は、

すばらしい子供が多いと感じました。

まず、第一は、分からないことを自分で最

後まで調べて取り組むという子供が３５％、

全体の約三分の一もいるということです。こ

の粘り強い態度はすばらしいです。第二に、

自分で考えても、どうしても分からないとき

は、先生に質問したり、友達に相談したり、

お家の方に教えてもらったりして、何とかし

ようとしている子供が多くいることです。第

三に、これは少し残念ですが、あきらめてそ

のままにしておくという子供が１０％、１０

人に１人ということです。しかし、あきらめ

たら、いつまでも解決できません。このよう

なときにどうすればよいでしょうか。

自分で最後まできればいいのですが、行き

詰まることがあります。その時は、まわりの

人に相談することはとてもよいことです。勉

強だけではなく、悩み事も、自分一人で悩ん

でいないで先生や周りの人に相談することが

大切です。意味の分からない言葉があったら

どうしますか。辞書で調べます。サッカーの

ボールを思い通りに蹴ることができない。こ

のようなときには、コーチやうまくできる友

達にコツを聞いて、根気よく練習するとよい

でしょう。将来、宇宙に関わる仕事をしたい。

幼稚園の先生になって、いろいろなことを教

えたい。宇宙に関わる仕事や幼稚園の先生に

なるためには必要な勉強をする必要がありま

す。それなら、エネルギーを簡単に作り出す

装置、がんを治す薬、砂漠でも育つ米や野菜

を作る仕組みなど、必要なのにも関わらずな

い、誰も知らないときにはどうすればよいで

しょうか。これはとてもむずかしいことです。

ライト兄弟は空を飛びたいと思いましたが、

そのようなものがないので、飛行機を発明し

ました。遠くの人と話ができたらと思って、

ベルは電話を発明しました。病気の人を救い

たいと野口英世や北里柴三郎は、医者となっ

て研究を続け、たくさんの人を救いました。

現在も多くの日本人が世界中の貧しい人たち

のために支援活動を行い、自立の手助けをし

ています。

このように夢や思いを実現した人はたくさ

んいます。その人たちのおかげで今の私たち

の生活が成り立っています。児童も夢をもち、

願いをもって、前向きに生活していってほし

いと願っています。ないものは、誰かがもっ

てくるのを待つのではなく、自分で創ってい

く人になってほしいと思います。「ないもの

は創れ」なのです。




